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研究成果の概要（和文）：本研究は、近年増大している第三世界の紛争の特質の一端を、オセア

ニアのフィジー諸島共和国を事例に解明することを目的とした。成果としては、フィジーの紛

争時の特質としての分裂主義的な傾向について、西部地方の事例から明らかにした。また、オ

セアニアにおける独立以降の政治的問題について解き明かす編著を出版した。 

 

研究成果の概要（英文）：the aim of this research project is to shed some light on the 

characteristics of the conflicts in the current third world by focusing on the case of Fiji 

islands. As a result of the project, I can make clear that separating elements tend to emerge 

during the political upheaval from the case study of separationist movements in the 

western Vitilevu, Fiji. As a part of the research project, the book on the current political 

situation of Oceania was published in 2013. 
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１．研究開始当初の背景 

冷戦以降の第三世界における民族紛争の
増加や、低強度紛争という新たな戦争形態の
出現という近年の変化と、応用研究に対する
関心の高まりと相即して、広い意味での紛争
に関する人類学的研究は、増加傾向で、人間
の安全保障、平和構築など紛争に関する新た
な視点からの事例分析がなされている。 

本研究が事例として主たる対象としてい
るオセアニアのフィジー諸島共和国は、（1）

イギリスの植民地政策の遺産として総人口
の約半数を移民の末裔であるインド人が占
め、その他にソロモン諸島民、ロトゥマ人な
どの少数民族が存在するという複雑な民族
構成であること。（2）なかでも先住系フィジ
ー人（以下、先住系はフィジー人と表記）の
経済発展の遅れという 2点が背景要因となる
ことで、インド人主体の政権が成立した後の
1987 年、2000 年にフィジー人を主導とする
クーデタが起きた。2006 年には、逆にこう
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したフィジー人民族主義的に反発するフィ
ジー人がクーデタを起こすなど、政治的に不
安定な、いわば紛争の絶えないオセアニア島
嶼国家の代表的な存在となっている。 

これまで申請者は、先住民の開発と社会運
動の問題について研究を行ってきた。開発や
社会運動を近代化の問題と絡めて議論を進
めるなかでクーデタと政治的不安定性に関
する十全な解明を抜きにして、フィジーの近
現代は理解できないことを認識させられた。
また、申請者自身、フィジーにおける調査を
2000 年のクーデタ直後に始めるという機会
を得たこともあり、紛争が巻き起こす社会の
変化については深甚な関心を抱いてきた。若
干の研究は既に発表しており、先行研究にお
いてクーデタの発生原因にしばしば帰せら
れてきた民族、階級という要因の有効性と限
界について考察している。 

 

２．研究の目的 

本研究は、近年増大している第三世界の紛
争の特質の一端を、オセアニアのフィジー諸
島共和国を事例に解明することを目的とし
ている。オセアニアにおいては、植民地時代
の政治闘争以降の政治的に安定した時期を
経て独立をはさみ、1990 年代後半以降、暴
動から民族紛争、クーデタまでさまざまな政
治的問題が起きている。本研究では、人間の
安全保障、平和構築など紛争に関する新たな
視点からの理論構築や事例分析を踏まえた
上で、人類学的なミクロな視点からの分析を
活用しながら、紛争に関する文化人類学的考
察を行う。最終的には、比較の視点からオセ
アニアの紛争の特質を明らかにし、さらには
学際的な紛争研究へと昇華させる。 

 

３．研究の方法 

本研究は、人類学においても近年盛んにな
りつつある先行研究の批判的読解を踏まえ
た上で、人類学的現地調査とオセアニアの政
治学者・NGO 関係者への聞き取りを統合して
行う。フィジーの紛争研究は盛んであるが、
村落調査を踏まえた成果は数えるほどしか
ない。そこで、本研究では、民族構成とクー
デタに対する態度に顕著な違いがある村落
への住み込み調査と、研究者・NGO 関係者へ
の聞き取りを幅広く行うことで、フィジー人
の紛争観を解明する。さらに、オセアニア各
地の主要な現地人政治学者への聞き取りと、
彼らとの情報交換や議論を通じて、フィジー
の紛争の特質をオセアニア諸国との比較の
なかで明らかにする。研究期間は 3 年とし、
順次、歴史研究、現地調査、研究者との情報
交換を遂行していく。前半は現地調査を中心
的に行い、後半、成果の取り纏めと議論の精
緻化を図るため、研究者への聞き取りを中心
に行うという方法で行う。 

 
４．研究成果 
 研究成果としては、以下の文献調査、現地
調査を遂行することができ、それを踏まえて、
編著 1 冊、論文７件、学会発表を 16 件のほ
か、12 件程度の短い文章を発表した。 
 テーマと関連させて、2009 年度より国立民
族学博物館・共同研究会（『オセアニアにお
ける独立期以降の＜紛争＞に関する比較民
族誌的研究』）を、遂行しており、2012 年度
に完了させた。 
 さらに、本研究テーマを発展させて、国内
のシンポジウム 1 件（『現代の紛争をめぐる
地域間比較研究に向けて――アフリカとオ
セアニアの事例から考える』地域研究コンソ
ーシアム）、国際シンポジウム２件（『グロー
バル化における紛争と宗教的社会運動――
オ セ ア ニ ア に お け る 共 生 の 技 法 』、
『 Identifying New Topics in Fijian 
Studies』）を行った。 
 
１）文献調査及び研究ネットワークの構築 
イギリスの国立公文書館、フィジーの国立

古文書館、南太平洋大学パシフィック・コレ
クション及び、オーストラリア・ミッチェル
図書館、古文書館（在シドニー）、に所蔵が
確認されているフィジー関係資料の調査を
遂行した。 
 研究ネットワークの構築と研究成果の交
際的な発信のために、ドイツのフロベニウス
研究所、オランダのアムステルダム大学、フ
ィンランドのヘルシンキ大学にて、オセアニ
ア及び紛争関係の研究者と情報交換と将来
的な共同研究のための打ち合わせを行った。
この点は、国際シンポジウム（『グローバル
化における紛争と宗教的社会運動――オセ
アニアにおける共生の技法』）の形で、生か
すことができた。 
 
２）現地調査 
 
 フィジーの村落部を中心に現地調査を行
った。本研究の調査・成果公開を通じて得ら
れた具体的な知見としては以下の項目を挙
げることができる。 
 フィジーには地域主義的な特質があり、こ
とに西部地方は、国内において地域分権ある
いは独立を志向する傾向が強い。本研究では、
フィジー西部での調査を通じて、西部地方の
独立志向の系譜と現在の状況についてあき
らかにした。 
 都市部でも調査を行っており、そこでは、
イタウケイ信託基金によるフィジー語とい
う終焉化された原住民言語を活性化する動
きについて、調査を行った。いわば、先住民
の視点からの文化復興運動について知見を
集めることで、都市部における先住民的なア



イデンティティの発露という意味で、紛争な
どの際に顕著に表れる先鋭化民族的アイデ
ンティティの解明に役立つ資料でもある。 
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